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地 方都市に お け る名 門高等女学校の 記憶

一
　卒業生 調 査 の 分析 か ら　 一

土 田　陽子 （京都 大学大学院）

1 ．は じめ に

　戦 前期の 和 歌山市内に は 、1881（明治 24）

年 に設 立 され た名 門校 で あ る県立 和歌 山高

等 女学校 （通称 く 和高女〉）、1912 （大正 元 ）

年設 立 の 裁縫女学校を母体 とし、実科高女を

経 て高女 とな っ た く 市立 高女 〉、1923 （大 IE

12）年 に入 学難緩和の た め に設 立 され た 仏教

系 〈 私立高女 〉 の 3 校 が存在 して い た。

　 昨年度 は 、社会 の ま なざ し とい う視点 か ら

「大阪朝 日新 聞　和歌山版」 を分析 し、新 聞

紙 上に構築 され た 3校の 女学生像の 分析を 行

っ た。本研究で は 、実際に く 和高女 〉 で 教育

を受 けた卒業生 を対象 とし、母校に つ い て の

「集合 的 記 憶 」 （ア ル ヴ ァ ッ ク ス 　 訳 書

1989） を分析 す る こ とを 目的 とする。

　具体的には 、「進学理 由」 「学校がカ を入 れ

て い た教科」「女学生イ メ
ー

ジ1に つ い て 、「出

身小学校 」 「出身階層」 「卒業年度」 と い っ た

属 性 との 関係 の 中か ら見て い きた い。

2．分析資料

　 2004 年 4 月 、〈和高女〉 の 同窓会組織 で

あ る 「桜 映 会」 の 100周年記念総会 へ の 出席

者 730 名に、返 送用封 筒を同 封 した調 査表 を

配布 した 。そ の 後 5 月〜7 月 にかけ て追加調

査 と して 、昭 和 17 年度卒業生 の クラ ス 会 で

出席者 59 名、桜映会幹部役員会で 16 名 に配

布。さらに、名 簿 を入手で きた昭和 14 年度 、

昭和 21 年度、昭和 23 年度を対象に 無作為抽

出で 各 100 部ず つ 郵送 した。返送数 は 410

部で あ り、回 収率は 37．1％で あっ た。

　また 、3 年前か ら始めた イ ン タ ビ ュ
ー

調 査

に っ い て は 、現在 ま で に 20 名終 え て い る。

3 ．分析結果

（1 ）〈 和高女 〉卒業生の 属性

　最初に、〈和高女 〉 卒業生 の 属 性 に つ い て

出身階層 と出 身小 学校 の 関 係 を 見 て い く こ

とにす る。

　旧和 歌 山市内 の 市立小 学校 15 校の うち、

新 中間層率が 50％ を超 え る地 域 の 小学校を

「住宅地域小学校」、旧中間層 率が 70％ を超

え る小学校 を 「商業地域小 学校」 と し、さら

に 「師範附属小学校」 「そ の 他 ・県内小 学校」

「そ の 他 ・県外小学校」 の 5 つ に 区分 した 。

新 中間層率は それぞれ 、「そ の 他 ・県外小 」

81．0％ ＞ f附属小」 64．2％ 〉 「住宅地 小 」

54．8％〉 「そ の 他 ・
県 内小 」 39．6％ 〉 「商業

地小 」 20．0％ とな っ た 。

　父 の 学歴 で 、「高等教育1 の 比 率は、「そ の

他 ・県外」 69．6％ 〉 「附属小 」 54．5‘

鴻〉 「住

宅地 小 」 43．6％ 〉 「商業地 小 」 28．3％ 〉 「そ

の 他 ・県内小 128 ．0％　の 順で あ る。

　母 の 学歴で 「中等教育以上 亅 の 比 率は 「そ

の 他 ・県外」 81．8％ 〉 「附属小」 81．5％〉住

宅地」59，5％＞ F商業地」 59．4％ 〉 「そ の 他 ・

県内」 58．9％　である。

（2）進学理 由

「小さい時か ら、〈和高女 〉に 行くの は当た

　り前で した 。 とにか く当た り前で した。」

　 　　　　　　 　　　　　（昭和 17 年卒）

　進学理 由の うち、「小 さい 頃か ら行 くの が

当た り前だと思 っ て い た 」 の 結果 は 、父 母 と

もに学歴が 高 い ほ ど、「と て も そ う思 う」 率

が 高 くな る。出 身小 学校で は 「附属小学校」

が最 も高 い 。ただ し、家庭の 職業が新 中間層
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か 旧 中間層か に よ る違い は 見 られ なか っ た 。

（3 ）力 を入 れて い た教科 一学校側 と自分一

　 「特別裁縫に 力 入れる学校 もあ っ た けど 、

　　〈和 高女 〉は そんな こ とな い 。 や っ ぱり

　　勉強やね。」　　　　 （昭和 t4 年卒）

学校側が カ を入 れ て い た と思 う教科 は、「修

身」 「知 識 に関わ る勉 強 」 厂お 作法 や習字な ど

女性 の 嗜み 」 とい う記憶を持 っ て い る 。

しか しな が ら、自分 が 力 を入 れ て い た の は

「知識」 「嗜み 」 厂裁縫等の 家事能力 」 とい う

結果 とな っ た 。

（4 ） 3 校の 女学生イ メ
ージ

　 「〈和高女 〉は背筋が伸びて いて 、 歩き方

　　 からして違いました 。 」 （昭和 11 年卒）

　 「〈市立 〉は明るいとい うか、あ っ けらか

　　 ん としてい る というか …　 。」

　　　　　　　　　　　　 （昭和 12 年卒）

　質問紙で は、伊藤 （1978）の MHF ス ケ
ー

ル の 男性特性 ・女性特性 ・人間性特性の 中か

らい くつ か 選び 、さ らに階層性や学校的価値

をあ らわ す性質を加 えた 20 項 目の 特性 の う

ち、各校生徒 の イ メ
ージと して 3 つ ず つ 選 ん

で もらっ た （表 1 参照）。

（表 1 ） 3 校の 女学生イ メ
ージ

和高女 市立高女 私立高女

1位 誇し塙黛．＿（姫   、．明蚕い 、 ．輿．昼殉．飆 な、．．Q年脚 、、

2位 頭の良い 　 （512％〉 健康的な　 （417％） ひかえめな （34．3％）

3位 「規律正しし』．〔蝦 輸 質実な． ．〔〜84％）．．かわし｝い　（24．9％）

殖 質実な　 （31．。％）．器用な、　 （24．5％） 愛嬌のある （24．9％）

5位 真面目な　 （24．8％〉愛嬌のある．（22．1  明るい　 　 （23、8％）

β位 、よ品な．、．、『．『＿…〔〜2、4  ．＿気配り「し手な12U畏〉、物静かな．．、（204％）

7位 指導力のあるq6．4％）かわいい　 （157％）健康的な　（204％）

〈 和 高女 〉 の 学校 イメ ージ は 、「誇 り高 い 」

「上品 な」 とい っ た階層性の 高 さや、「頭の

良い 」 「規律正 しい 」 「真面 目な」 とい っ た学

校的価 値 と親和 性の 高い 特性 が選 ば れ て い

る 。
〈 市立 高女 〉 は 人 間性 をあ らわす H 特性

が多 く、厂愛嬌 の あ る 」 「かわ い い 」 とい うF

ス ケ
ール の 女性性 を あ らわ す特性 も選ばれ

て い る 。 〈私立 高女 〉 は 「従 順 な 」 「かわ い

い 」 「愛嬌 の あ る 」 「ひ か え めな」 と い う女性

特性が多 くを占め て い る。

　で は 、以 上 の よ うな女学生イ メ
ージは卒業

生 の 属性集団 と どの ような関係 が あ る の だ

ろ うか 。 まずは卒業年度 との 結果を見 てみ よ

う。 卒業年度 に 関 して は 、太平洋戦争 の 影響

と校長の 移動時期 との 関係か ら、「戦前期 （昭

和 17 年度卒業ま で ）」、最 も動員の 多か っ た

「戦中期 （昭和 18〜21 年度卒）」、戦後の 教

育を受 けた経験 を もっ 「戦後期 （22 年〜23

年度卒）」 の 3 つ の 時期に分けた 。

　どの 時期 も卒業生全体が も っ 女学生 イ メ

ージ とほぼ同様の 結果 を得た の だ が、中には

時期に よ っ て イ メ
ー

ジ に違い が あ る もの も

あ る 。 戦前 期で は 「質実 な」 が 46．7％なの に

対 し、戦後期 で は 19．8％ とな っ て お り、逆に

「誇 り高い 」 や 「頭 の 良い 」 は 〈 和高女〉 と

し て の 教 育をほ と ん ど受 けて い な い 集 団で

あ る戦後期の 方が高 くなっ て い る 。

　 さら に 出身小 学校 に よ っ て もイ メ
ージに

違い が 見 られ る もの もある。例 えば、「規律

正 しい 」 は 「住宅地域小学校」 に多く、「頭

の 良い 」 は 「商業地域小 学校」 卒業生に多 く

選択 され て い た。

4 ．ま とめ

　女学生 イ メ
ー

ジ に っ い て は、新聞記事の 分

析 とほぼ同様の イ メ
ー

ジが確認 で きた。

他 の 2 校 と比較 した と こ ろ、入学難易度が 下

が るほ ど、女性性 をあらわす特性が増 える と

い うこ とが明 らか に なっ た。

　学校文化や 女学生イ メ
ージ と属 性 と の 関

係に つ い て の さらなる分析に つ い て は、当 日

詳 し い 資料を配布す る 。
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